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　車両の盗難防止には、ハンドルロッ
クや防犯カメラなどの対策があるが、
これらと同時に盗難後に車両の位置
を素早く検知し、警察と連携して損害
を食い止めることも大切である。
　NTT-ATテクノコミュニケーション

　IoT 活用の普及において、消費電
力を抑えつつ広いエリアをカバーでき
る通信方式として期待される「LPWA

（Low Power Wide Area）」。
　IoT活用プラットフォームサービス
であるソラコムの「SORACOM Air」

盗難車両の位置を追跡する小型軽量端末

いち早いLPWA対応でIoTの普及を推進する

ズの「e-グル」は、小型GPS端末を車
両に装着し、盗難の検知および盗難
車の追跡を行うサービスである。
　認知された自動車盗難件数が全国
1位である茨城県では被害の約半数
が貨物自動車であり、運送会社の損

（「MCPC award2016」にて、プロバイ
ダー部門グランプリを受賞）は、日本
でいち早くLPWAに対応。開発者が
トライアルしやすい環境づくりを行っ
ている。
　同サービスは1台単位からでも使え

害も大きい。茨城県警察では、二重三
重の盗難対策を薦めており、その一環
として、同サービスがホームページに
掲載されている。盗難車を解体して不
正輸出する違法ヤードの摘発などへ
の活用も期待されている。
　「e-グル」は小型で軽量なため、座
席の下などにわからないように設置す
ることができる。
　事前に設定したエリアからの出入り
や振動を検知するほか、5分ごとなど
設定した時間ごとに車両の位置情報
を通知、異常があれば担当者にメー
ルを送信する。
　情報はインターネットがあればどこ
からでも閲覧可能である。

る低廉な料金体系を持ち、通信から
クラウド環境、データ収集・転送・管理
までを提供する。
　LPWA 対 応 は、2017年 2月から
LoRaWAN向け「SORACOM Air 
for LoRaWAN」、同7月から、Sigfox
向け「SORACOM Air for Sigfox」の
2サービスである。
　IoTシステム構築にあたり、ソラコム
側で接続検証済のLoRaWANゲート
ウェイ、デバイス、Sigfoxデバイスを1個
から購入し、試すことが可能となった。
　 セルラー 通 信に 加え、複 数 の
LPWAを用途やエリアに合わせて選
択し一括管理できるため、LPWA普
及への貢献が期待されている。

セキュリティ委員会特別賞
NTT-ATテクノコミュニケーションズ株式会社

特別賞
株式会社ソラコム

「e-グル」

「SORACOMのLPWA対応（LoRaWAN、Sigfox）」

図　「e-グル」による盗難追跡のイメージ

盗難発生!!
異常を担当者へメール送信

担当者は、「e-グル」を利用して
トラックの現在位置を検索。
警察へ連絡。

・エリア監視
・振動検知
・設定した時間ごとに
 自己位置情報を通知　など

超小型で軽量なGPS端末であるため、
わからないように対象車両に設置できる

図　「SORACOM Air」のサービス拡張

従来からのセルラー通信に加え
LPWAを試しやすい環境を構築
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インフラの準備なしに
蓄積、可視化を実現

デバイスごとの設定は
一括変換が可能
最小限に暗号化

認証情報と
リソース指定だけで
クラウド連携
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データ収集・蓄積

対象分野 車両の盗難対策

対象分野 IoT活用基盤プラットフォーム
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